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　すぐれた教育実践煮であった故斎藤警博の有名

な実践のひとつに，とび籍運動の授業がある。氏

はかつてこう書いた。「ぼくが振導すると，闘輝と

びでも鵜騨とぴこしでもできるようになる。どん

な子でも連れてきてくれれば，欝分で完全1こどべ

るようにしてみせる察信を持っている。・…

　農小や境小では，一度も跳箱をとんだことのな

い女の先生が，凄年生や5年窒や§年生の男女の

跳箱を指導していたのである。しかもみごとにと

ばせていたのである。そ農は授業の本質を簿って

おき），教材の本質を知ってお警，指導の技衛な喜）

方法を持っていたからである．授業の本質を知っ

ておき）．教材の本質を知ってお喜／．養｝導の妓籍な

嘗育法を持っていれば，誰でもそういう指導はで

きるのである」と（2§幸β．2鈴以下1。

　これに対して両灘洋一氏は，ぎ環代教育科学ま欝

欝年6鷲畢に「縫えざる追求遺程への参撫」とい

う譲文を載せ，この毒藤実践を撹霧した。1轟搬i氏

の撹講の要雷は次のようである。

　・とび籍をとばせる披講は存在する。したがっ

　　て，とび籏をとばせることは，授業の本質な

　　ど知らなくても，誰にでもできることである．

　・毒藤氏は「私にはとばせられる」といいなが

　　ら，その妓籍を公聡しなかった。姦藤氏慧，

　　その技鶴をかくし財産にしたといわざるをえ

　　ない。

　この撰1料に続けて麟誰氏は，鳶藤氏と氏をと1）

まく爾究者に対して，葬とび箱を全員とばせられる

ことが教麟の常識にならなかったのは飼1鹸かゴ．そ

して「あなたたちならそれをすることができたは

ずではないか1と問題を投げかけたのである纏2，
夢．63／。

　こまL寿ぐ章とむ虻籍論争亨の発端である。　この爵馨聾

氏の幾轡に答える影で，奈良女子大の小糠篤氏が，

講じ匿現代教蕎科学書瀞年鍾鍔号に反講を載せた

ことによ1），主としてこの溝考の襲で，譲争がく

1）遜されていく．この串に宮原驚氏（お茶の水女

子大）や小笠療喜康氏（教鷺実践欝究会／などの

瞬離離麟や，宇佐見寛氏（千葉大！らの1青短1支持

譲などが擁わl／，罫現代教育科学幽誌しで激しい講

争が展麗されることになる。

　ここで注翳すべきは，体育の二蟹畢購ではない縫

代教欝季藩学」が，この論争を重視し，3i年§脊号

でとび籏運動の捲導法の特集を緩んだことである。

また鶴蛮民の鍵示した醗騨とびの捲導法が，「講蜜

式とぴ霧1指導法話の名で，全国蕃こ法家弩つつある

という．この2点をとってみても．講鐵氏の擾ヒ

た一石は教畜の観究・実践の灘藤に大きな波紋を

広げたといえよう。

　しかし，雛械運動や徳操競技の技を運動学的に，
　　　　　　　　　　　　　エよ1）藍確にいえば運動形態学的に講究しているわ

れわ酸にとって．麟緯氏のいう「とび籏は誰でも

とばせられる」ということ臨休，ある違秘感を持

たざるをえないのである軽旁点筆養｝。

　「とび籏を全震にとばせら農た3という実践事

濁は，講壷氏や斎藤疑獄磐にも数多く鞍告されて

いる。クラスの子どもたち全夢野に，簿とかとび箱

をとばせようとして行われたこの熱心な教薄笑銭

1ま，毒窪青楼こす1まらしいもグ〉である。　しカ・し，　これ

らの実践のめざしたところは，いったい繕だった

のであろうか。ある人はいうヂ子どもたちは，§

の諮にある馨難な1薄霧斐とび籍！を乗弩越えるこ

とによ手），恐驚必に麺ち克ち，嚢鶴と勇気を得る

ことができた。そして，それにともなって誌力も

鱗茎、しした」　と。

　しかし．とび箱を党籔すべき障害鞠と考えた凱

あるい1ま縫方養成の進翼として考えるなどといっ

こと慧．近代的な運麟認識に支えられたスポーツ

としての欝・鍼運動からは，大きく力線ナ離れたもの

といわざるをえない．器械運動を専謬的に羅究し

ている入なら「とび籍慧誰でもとばせられる藁と

はいおずに，r闘響とびや懸瞬とびは誰でもとぶこ
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とができる」ということであろう。この戯て罪な

る二つの言いまわしにこそ，わが露の学校鉢脅1こ

依然として獲たわる古い器械鉢操観と．新しい，

スポーツとしての器械運動観の違い；があらわされ

ているのである．

　器械運動における教曹§標．教麺，教具，などの

認識が異なれば，そ綬を指導する方法が違ってく

るのは蓋然である。教纏還解の根本的な誤腕こよ

って．子どもたちを危険な麩に遵わせ，できない

というレッテルを懸って，落ちこぼしていくとし

たら，それこそ大きな縫題である。講出氏のよう

な熱心な実践が，さらに実垂｝多きものとなるため

にも，われわオtは今一度，器械運動の特種や教軽

そのものの内容について立ちかえ卑），諜総に1論究

していく必要があろう。

麗　器綾選難4〉特儀

i．学習指導要籟における器械運動

　わが羅の学習指導要領は．はじめの参考資料的

な盤絡から．次第に法的な基準盤を持つようにな

ったことは麗知の選1〉である。したがって，指導

要領が麗実に学校教育の内容を左有するカは．葬

常に大きいものと考えらましる（墨5．夢．32）。

　戦莇の学校纏操教授要§の時代も含めれば，す

でに齢余年が経遇し，その闘，度重なる酸訂が繰

暑）返された。その中でも器械運動慧常に重要な地

｛立を占めてきた．しかし，それ毒ごス湛一’ソとして

取華｝機われはじめたのほ，繭癬（聡穂磐年〉の改

欝からであ鯵，まだわずか蔦年余琴しか経遺して

いない。それ以羨は，縫子舞1操に帰して器械纏操

と鐸乎1ごれ，　練づく準のために体重粂器械を｛克った纏

操と，技そのものの禦得をめざす器籤運勧とが1艶

然としたままで，授業が行われていたのである．

　昭穏婆3年の改欝では，運動の特種によって学習

内容を鉢擬・スポーツ・ダンスに大磯し，藩械運

動舞スポーツ籏簸に入れられた。そして．懸学年

では「器械あそび」から人陰，学年が進むにつれ．

て「器械運動」への移行が図られた．この時の改

訂のねらいが，§標，内容，運動（教縁〉，および

だ法の一貫性を馨るということであったことから，

これは当然の欝置であった（3i，夢、733〉。

　現行指導要領は聡秘鑓年に政毒され．55年から

実施さ酸ている。今霧の改舞のもっとも大きな点

は，麟懇の『器・械あそびゴ袖「器糠運動諜という

総懸隼ま躍

舞逢害彗方式を麟塁し，高学年1ま孝蓮藝弩の§養轟嫉のままで

あるが，低学年を罫基本の運動1と「ゲーム1の

2顧嫉とし，串学年のうち第3学年に「表現運動」

を換えて3領域に，第尋学年では，更に「器械運

動」を換えて垂領蟻1としたことである．

　第豊学年で登場してくる器械運動は，その種目

犠牲を「器械運動と水泳について隷，克駿的なス

ポーツ（絶入との競争でほなく，露雑な瞳害を克

麗することに基本的な課題がある／の特盤を重視

する考え方をとったJと準されている（盤．夢．欝1。

器織運動を莞駿的ス試一ツとして分離する考え方

は以麟からあったが，指導要領1こ蕉式に取締上げ

られたのは，今灘がはじめてである。

　鞍議了以来すで“に7年毒ぜ経遇し，専門誌ま慧こは，

霧械運動に鷺する欝究譲文や実践記録が数多く掲

載さ農た．そしてそれらのうち．わずかな纒鯵韓，

7，捻．2蓼など1を除いては，ほとんどが器械運

動を克羅的スぷ一ツとしてとらえ，論を展翳して

いる．これ慧繭述のように，わが露の指導要額が

法的な基準雛1を持ち，現場の教蕎実践鍵強い影響

プ」を及ぼすに至った経緯を、懸えば，しごく当然で

あるというよう。しかし，器械運動を克籏的スポ

ーツとしてとらえるとらえ方紅，問題がないわけ

ではない。

2．串克嚴隻いう語の灘義牲

　振導要領で「器械運動は克駿的ス潔一ツであき｝，

飽入との競争で隷なく，鑓難な薄書を克澱するこ

とに基本的な課題がある」と示された場合に，子

どもたちが克臆すべき靉靆な障害とは，いったい

簿なのであろうか。これまでに発表された実践記

録や礒究譲文の中1こは，この基本的な翼題をあい

まいにしたままで，雛械運動の特難i講や指導方法

論が語られている鱗が，余瞬こも多いように、患わ

れる。

　ひとつは，とび箱を乗垂）越えるべき鞠蓬的な瞳

警劾としてとらえるとらえ方である．たとえば，

「スポーツには，一強熱や人工的な慧害に捷戦し，

克服する喜びを味わうタイプがある。　一中略一

とび籍運動の場合．とび箱という難害を，いろい

ろな技で莞嚴する楽しさを棒験する種騒5（縫，磨．

鱒1や葬克駿スポーツの緯書の多くは，幽や海，

雪の斜懸など鬱然の薄書であるが，鉄棒やとび籏，

プールなどの人工的要素の多いものもこれに含ま

れる」（3｛》，夢．57）などの記述がこ義である。

　これに薄して，薪とび籏や鉄棒などを健って，い
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くつかの運動が一k手にできれ1ぎそこに喜びがある．

牽膿スポーツの揚導では，このような喜び，楽し

さを重視しなけれ｛まならないメ3（》，夢、5？〉やド患

来なかった妓，容易に墨来そうにない技に鏡鞍し．

上手に患来るようになを〉たいというのが，子ども

たちの器械運1動蓄こ対してもつ基本麟な欲求であ略，

その欲求が充たさ観たとき，楽しいと感じた1｝，

大きな喜びを得るものである」（藤，夢．薦／という

ような記遠も多々羅られる。この二つの無縁，明

らかに葭の二灘とは異なる。すなわち，莇者で述べ

られている畢克籐卑は．犠多選的な瞳害鵯を乗鞍越

えることを意味していたのに籍して，後者で縁，

技そのものの難しさや課題を克駿（達成）すると

いう意練で構いら綬ている。指導要籟のいう「克

験すべき鐡難な障害3を，勅選的な経書鞠（たと

えば，とび篠）としてとらえた場合と，運動その

ものができるようになるということの難しさ（縫

輝とびができるということ〉ととらえる場合とで

は，その指導方法に大きな違いが生じることは購

らかである。

　わが蜜において，羅械運動を莞毅的ス選一ツと

してとらえるようになったの慧．まだそれ諺ど古

いことではない。ス護一ツをその運動特讐！に藩目

して，鐘鼓スポーツ，難技スポーツ．纏三駿（箆脹／

スポーツなどに分類したのは，イギ琴スのマッキ

ントッシュ（Mc至難丁（〉S蕪，夏｝、（〕．／である。綾がそ

の著書総欝践1糞S薇et警の中で，この分類を公
にしたのは董9§3年であ睾）（董8，夢．簸6以m下）．その後，

簿年にゼスボーツと縫合3の書名で邦訳され，わ

が蟹に紹介された。また，今毯の指導要領の酸譲

に際卜して．串心的な役塞を果：した宇土歪彦氏は，

いちはやくこのマッキントッシュの考え方を鍛垂）

入れ，銘年に墨蔽された罫序説運動学垂の牢で，

独嚢の運動分難論を展絶している（誕，夢．難嫉下1。

　マプキントッシュ慧糞簿嚢スぷ一ツグ）特1蚤として芋

環境や状溌を徳朦することを§的としていること

を挙げ，登出や水泳，禁転車，ハイキング，キャ

ンプなどに続けて，「競争を鐸わない薮膏的鉢繰

（曲。＆撫難㎏ぎ醗総stlcs曲玉。嬉s魏醗。の卿藤lve〉」

を鱗示してい・る（欝，夢、i27／．　しかし，この「競

争を｛竿わない教曹的｛奉操」を，退去はいざ難らず．

現；窪わが懸で行われているスポ1一ツとしての器械

運動と，講義毒ことらえることは匿！題である。いず

れ雛の機会に，この聡題について誰纒に論ずるこ

とになろうが．イギ弓スでいわれている教育的捧

操は．子どもたちの捧や動きづく鯵をめざして行

われる倖操の色彩が，葬常に強いものであること

だ酵は，ここで指摘しておく（欝，夢．2i3　8，夢．麟。

　さて，マッキントッシュの記ま墨からも賜らかな

ように．縷のいう克膿ス潔一ツとしての教育的韓：

操では、子どもたちが克醸すべき対象は，梅理的

な覆審鞠である。このような体操によって，子ど

もたちの基礎的な運動能力の海上がめざされるが

こ駿1ますでに半撲1紀以一L羨から争重一スト旨ターの

自然纏育の中で行われている薩害鞠克灘雛操（鑑籍
　　　　　　　を〔艶卸藩s惣難磁〉　の懇懇と，軟を一峯こするものであ

る。このような鯵譲葉の教二薄的｛癒｛壷1ま十分認めると

しても，そ爽は「基本の運動ゴ領嫉でこそ，もっ

と積極的に取華）機われるべきものであって，スポ

ーツとしての器械運動と購一視するべきではない。

　蟻1透llこなって宇土氏1ま，犠嚢靉靆華馨垂害を克験する

だけでなく，技のもつ課題を克験するという点1こ

ついても鍵れ，講書合わせてはじめて，器械運動

を莞騒的ス潔一ツとしてとらえることができると

違べている（35，夢．ま葺．しかし，犠理的覆審の克

駿にしても，技そのもののもつ課題の克羅にしても，

なぜ器械運動を売騒的スポーツとして分難しなけ

ればならないのであろうか。

　今遜1の改善ぎが必要とさ義たグ慰ま．「体蕎毒こお1ナる

運動のもつ意瞭隷，挙に体力づく鞍や人聡形成の

手段としてだけにとどめず，運動を身につ1ナるこ

と霞｛泰も舞舞毒毒こ蓮華昆すること一中舞舞一運動の内

容が艶童にとってどんな意練があるのか，また，

どんな課題をもって展聴するのかという立場から

問いなおされる必要があるゴという点にある．こ

こにおいてわれわれは，器械運動が，いったい子

どもたちにとってどんな意練があるのか，すなわ

ち，器械運動の教育欝標とは擬かを鴫らかにして

おく必要があろう；そのためには，いったん器械

運動を売駿約ス潔一ツとしてとらえる考え方から

離れて，スポーツとしての器械運動の特健を，運

動学的な宣揚から再考していくことにする。

3．ま丘｛量㌻藝育の二つの溺財主と器籤運蜜毒

　紹秘尋3年の指導要領の改欝から．器械運動がス

ぎ一ッ籟蟻に位置づけられ，練づく鞍のための器

械捧操という考え方から醗蔑し，運動それ嚢抹が

学響蓼の玄景象とさ才tるに至った墨筆遇毒こつ秘蔦てはすで

に述べた．しかし学校教育の現場で慧，依然とし

て器械弊1操的な考え方が糧強く残っているよつで

ある．たとえば鉄棒のさか藪が辞｝慧．反1動を綾わ
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ずにできるだ1ナゆつく吟．』とカ｛るのを良しとした辱，

とび箱の開購とびにおいて，ヂ斜め3，「垂直3，「承

平Jなどの体勢規定がきわめて厳籍に要求される。

そして，器械運動の教育嚢標として，鰯力や柔軟

性の養成や，蓋しい姿勢の講練などが，まことし

やかにうたわれるなどがこれである。

　では，このような体力づく幸）としての器械稼操

の懸想が，わが遜の教蕎現場に根強く残っている

のはなぜなのであろうか。ここで．わが響の学校

体育1こも大きな最多響を浸1謬した，ま盛代｛本2薄の二つ

の流れについて語らねばならない。

　一つは．琴ング（蒙糞暮，費．｝董．／を麟始者とする

スウェーデン依操の流れであ睾），いま一つは，ヤ

ーン（Ja鼓舞，F．L．レに代表されるドイツ誌峯漿の流

れである。この二つ舞〉体操の違いについて，歳羨

十次鶴羨は，まずドイツ体操について次のように

述べている．紅ドイツの器械によるまとまった（形

態をもった／運動のねらいは，その運動の技衛獲

得の重視にあった。　一中略一　ドイツの遺残体育

では，跳んだり，走った幸），棒（木〉によじ登っ

た騒．鉄棒に上がった辱，辱ングに逆立ちした辱，

鞍馬の上で建を振った量｝するという運動（器械運

動）ができるということが天綴であったし，さら

にいうならば，そういう人間の霞然な運動要求の

充足こそ重要であった。ドイツ蟹疑の影戯を至圭1

課題とするヤーンらのドイツ館育とは，そのよつ

な体畜であった。そして，その串から，後に鉄棒

や平行棒や琴ングに代表されるドイツ方式の器械

運動が発展したのであった璽26，β．2勝。

　このドイツ体操に鰐して，スウェーデン体操に

つ恥ては，『勤本で騰を浸らす運動に代表されるよ

うに，最も単純なまで1こ分析され，簡素化された

運動によって．身離各部を形滅しようとすること

が，第一のねらいであ転），ある器械での運動がで

きるとカ・，できないと力払，あるい1ま，子どもの察

然な運動への要求の充足とかは，麟次的な問題で

あった」（26，夢、鋤と述べ．犀諸の本質的な違い

を説醗している。

　以上の成蓬氏の説聡からも聡らかなよっに，わ

れわれが現益問題としているス訳一ツとしての器

械運動の源流諺，　スウェーデン的器械蕪操1こでは

なく，　ドイツ的な暑藩鍼運重譲こ求めることカごできる

のである。

　ところが，これらの藤毒、懸想が，購治難に次々

とわが蟹に纒介され，定着していく遜程で，さま

穏雛隼窪湾

ざまな漉1貌を生むことになる。わが蟹婁こ器械運動

が入ってきたのは，瞬譲祷難であるが，この時綴

介され，主として軍隊で盛んに行われたのは．ド

イツ的な器械運動であった。しかし，明治35年に

なるとスウェーデン鉢操が本格的に導入され掌大

蕉2年の「学校依操教授要目」の公薦を境に，以

後，わが羅の学校体育では，スウェーデン体操が

その中、む的な地覆！を轟めるようになる．このよう

な経緯にともなって生じたのが，本来異なった藝

的をもつスウェーデン的器械鉢操と，ドイツ的な

器械運動との漉羅である。

　このため，先ほど鱗にあげたように，鉄棒（ド

イツ捧1操の器季裁〉でさかま二毒｛弓を指導する場合に，

さか．上寿縮）カ｛どのようにできるかということは二

の次で，その練翼羅標は常に騰や上鉢の筋力の養

歳であ彗，できるだけ晦つく暑）上がることがその

§標の達成には，もっとも熱率的であるというよ

うなことが，平然といわれるようになったのである。

　確かに器械運動に罎らず，いろいろなス羨一ツ

種馨を行うことが，健康の保持・増進や抹力の海

上に大きく寄与していることはいうまでもない。

しかし，そ蔑はあくまでも譲次的なものであって，

それぞれのスぷ一ツに必要な運動技能を身につけ，

そのス潔一ツを楽しむことができるようになるこ

とが．スポーツの本質からいっても，第一とされ

るべきである。各々のスポーツ種魏こ翼有な特性

を見鐵し，そこに教鳶的な極難を求めるからこそ，

現在の学校教育において，スポーツ領簸は重要な

地鮭を占めているのである。

　飯にスポーツの教育的1癒纏が，捧力づく磐こだ

けあるとすれば，それらはすべて擁護顎域で代替

すること方寸できることになろう。　しみ｝し，　各スポ

ーツ種§にはそれぞれ麹§の西海さがあ垂》，教育

的懸纏もまた多権である．それでは次1こ，器械運

動の本質的特性とその教軽としての簸纏について

達べていくことにしより。

逢、スポーツとしての器械運動の特性

　器糠運動において，学翼甕蝶として取｝〉籔われ

る運動は，一定の運動萎渠題を内包したあるまとま

垂）をもった運動形態として存在し，これら一定の

運動形態は，魚群（Bewe客撒慧蝋毅s雛義。衰e／と呼ば

れている。そして，この感技かの本質的な特性は，

その舞舞常的な運動形態にある．

　オースト華一の煢然捧脊の推進者であったガウ

ルホーファー（Ga継義。艶r，K．〉は，このような葬
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無常的な運動形態を阜驚異的巧技纏雛嚢纏e擁sc短
　　　　　　　　ヨ幾w耀顯弩誌数sも緯　と艀び，次のように定義して

いる。ゼ巧技としての器籤運鐵1の技は，大昔からあ

らゆる巽族聡で年齢にかかわらず愛好さ義，時代

から時代へと伝承され，発展してきた葬有灘姓の

運動であ弓，その運動経過に亀驚異雛鍾参＆sW裡獅

δer｝｝＆虻e｝4と栴芸縛雪姓（至》asS展｝為朕身”む噂響甕薮轟守1こ

示され，その運動彰懇は器械の構造特性に麟約さ

れて，さらにその時代紅鱒約されて形成される4

（5，s、771“

　このような巧技の特盤、をふまえた．とで，ガウル

慮一ファーはその教育的極値について，ギこうした

運動の教育的癒霧豊は，まず第一に，それが呼びお

こす運動の喜びにある．次には．葬離業的な運動

¢擦1調盤iの講練にある．そ義は．運動の可能性や

身体的能力の認識に本質的に役立つし，しかも練

習効果が転移することで，欝欝生活や労欝をする

際の運動に対しても懸鎮が高いものとなる」と遠

べている（5．＄．7鱗。すでに§春年透く蕪に発表さ

れた器械運動のこのようなとらえ芳が，現雀のわ

が毯において，スぷ一ツとしての器械運動の特性

を考えていく鰹に．重要な拠薫とな妻｝うるという

ことは，実に驚くべきことである。

　羅械運動の技が，葬薮鴬的な運動形態であると

いうところからくる教育的懸籔の…っは，子ども

たちの，盃．人鵜本来の欲求である非難常的な珍

しい運動に燵する興味と，それがすばらしく行わ

れた時の，美しさへのあこがれを充達するところ

にある。このことを本義とせずに，ひたすら体力

の講．セや精；神鍛練の手段として，このような運動

を子どもたちに課す指導からは，喜びにあふれた

器械運動の授業繊景は，決して生れることはない

であろう．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せ　一方，ヂ動きの能力（幾w鎗難解銀筋錘εlt／」の両

上という教官的｛癒｛直も発3塾すことはできない。す

なわち，その一つほ，空聞での多様な｛立直変姥を

毘握できる能力であ妻），もう一つは，空隙こおい

て該1分の姿勢をコント鷺一ルする能力である。

　第圭の特鍛である空縫での粒置変髭の多様さは，

器械運動では．と孝／わけ身体の逆位や懸転となっ

てあらわれる。通常，頚を天，建を地に幽静て生

活しているわれわれにとって，その霧常麟な空聞

の串で，　幾分の身｛奉がどんな姿勢をと暑），　どこに

泣澄しているかは，鷺較的容蕩に知ることができ

る．しかし，ひとたび空串や水中，あるいは零遜

などの葬碁常的な空購紅教弩墨された暑｝，鑛が逆

さの状態になったぎ｝した場合に．霧塁分の身蕪の姿

勢や蝕羅の変龍を正確にとらえることができる人

は少ない。

　たとえば，鉄棒の代表的な教材の一つに「繭芳

支擁瓢灘こ癖、』縦で藤難携る・こ
の技が三つグ）技衛霞子によって権威されているこ

とは，すでに良く知られているところである（欝，

夢．25　塁，欝．27〉。そのうち第2の技徳聾子である

「籔転籐遠妓籍」は，具体的には，バーの真筆を

鎖が通過した嚢！後に，それまで疫らされていた麟

と■L輝：を，急激に蕩織することによって行わ震る。

この顛と一ヒ｛奉を奮甕鐵する時機が，早退ぎても，　ま

た遅過ぎても，この妓籍は麟率的1こ機能しないの

である．

　ところが，この技がうまくできない子どもたち

の中には，藩方に遜軽している鵜に襲分の身体の

位置がわからなくな1｝，窪分では頭が糞下にきた

と悪って縫離しても，実際にはその時機が適燐で

はなく．ひどい時には鱒縷：以上1もずれていること

も徐々にしてある。この子どもに，直立で、翫体を

套糞醸するように擁鮮聾すると．いとも鯵蚕単毒こやって

のけることはいうまでもない。すなわち，この子

どもが霞分の身体の位置変紀をとらえ，姿勢を変

｛ヒさせることカごできるのは，　警常ぎ｝な空聞募こおい

てのみであ1），ちょっと不嶺れな運動形態をとら

されると．とたんに窪ちの身詰がどこにあξ），ど

う動いているのかがわからなくなってしまつので

ある。

　運動形懇の珪1覆常盤からくるもう一つの特儀は，

空鷺1こおいて誌護分の姿勢をコント冒一ルしなけれ

ばならないということである。先ほどの講方支持

霧転の韓でいえば，今度は，バーの真下を鑛が通

過していくのをとらえられても，その時に頭と、｝二

蕪の鋳罎が蕎われなければ，せっかく勢体の簸置

変姥を正確にとらえていても，癖にもならないの

である。

　このように，ある技ができるため載隷，どうし

ても蕎わな1ナ震ばならない姿勢の変化というもの

が，器械運動の技には必ず存在する．このような

姿勢のことを，東猿のボールマン鰺鍵欝麟，G．1

は，運動から要求された姿勢（鎗w鑓難露語を｛懸毅奪

翫麺難紺　と呼んでいる（2，s．董鋤．これに隣し

て．その技の成誉には，藏接的な影響をもたない

のに．ルールや縁続，あるい慧美的な纏縫観から
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要求される姿勢規定（｝誰誰盤鶴v鍵sc勧三蓄亀磁，δ量ε

醗髭蝕ew耀t跳菖s捷6雛馨舵｝盤i撫費星〉もあを｝，器

械運動における姿勢欝題の複雑さを鞠語っている

（2，s．欝）．ここでは，後考のような姿勢規定に

ついて達べる余総はない．しかし，以上のことか

ら器械運動の技というもの寿｛，　露分の身体の｛立石！

変姥を的確にとらえ，その上で必要な姿勢変髭を

行わな糖ことには，達成できない構造になってい

ることが理解できたことであろう。

　多少の状溌変化にも即痙に対藩でき，察分の身

藤を，まさにわがものとしてコント欝一ノレできる

たくましい能むは，ぜひとも子どもたち1こ身1こつ

けさせたいところである。そして，このような能

力を習得させるためには，翼常的な運動形態ばか

幸）でなく，非嚢常的な形態の運動．すなわち懸械

運勇を，子どもたち峯こ積極窪銭こ行わせることが解

要である。陸．L競技には陸、ヒ競技の．球技紅は球

技徳裳の教育的懸纏が存在しよう。スぎ一ツとし

ての雛械運動では，鋳達した運動そのものの遊戯

盤とならんで．　これらの碧動きの麟グ33を育むこ

とができるという点にこそ，その教育的懸纏が存

在すると考えられる。

羅　とび籍運動の教耕と教具の邊論

i．とび徳運動の本質的特盤

　験｝で支えて駿｝をとび越すという運動舞多態は，遠

く資一マ帝醗時代の乗馬衛講練に起源をもつとい

われる（9，夢．87）。しかし，このような運動形態

に体1育運動としての懸値を髭饑し，青少年の欝成

に購いられるようになったのは，遷代鉢畜の父と

いわれるク“一ツムーヅ　（（熱総Mt玉織s，」．C．罫・〉の

類からである．グーツムーツの有名な著書である

蓼青少年の体曹毒の中には．すでにゼ連続駕とび」

などが，教馨として取垂ラ入れられている韓，s、簸g〉．

　われわれはこのような運動を，専門的紅は「支

持欝暴難運動（S藤躯鑓建騒賛塞〉」　と呼んでいる。一般！

に，飽の器械運動の種欝では，各々の器械の構造

特性によって，そこで行われる運動形態は，ある

瞬約を受ける．すなわち，鉄棒という難械を綾う

から鉄棒運動というのであって，そこで行われる

さ力五一駐寿｛聯は，平イテ棒のさカ・一豊力｛弩と講じで1まな

い。しかし，支持跳躍運動では．少し事精が異な

る．瞬ビ闘輝とびを行っても，馬を使えば跳馬運

動といい．　とび箱を痩えばとび箱運動という。さ

ら1こ友だちの背中をとび越そうと，小さな台をと

ぼうと，購灘とびの技課題（｛鰯灘総総㎏＆椀　後

連）が変ってしまうわけで隷ない．したがって，

麦：持跳躍運動を学習する燦の教具は，子どもたち

の体格や技能レベルに慈じて，密密に選べるはず

である。

　ところが，わが麩のとび籍運動の指導において

は，とび籟をとび越すことだけ1こ主醸が還か荒，

馬とびやタイヤとびなと慧ま，せいぜい補跡運動程

度毒こし力櫨蔑わ矛tな》謡の嘉ま，｝、つたいどうしたこと

であろうか。このようなドグマ的なとび箱運勇の

認識を払拭するの毒｛，　本妻禽の大きなねらいである

が．われわれは今少し，支持跳躍運動の構造特種

について理解を深めておく必要があろう。

　近代的な運動認識に基づいて行わ義る支持跳躍

運動は，それがとび籍で行われようと，跳馬であ

ろうと，次グ）§つの縁懸から威喜｝立っている．す

なわち，麟滝一蕗綴傘｝一策i空摩羅嚢一i着手一第

2空率羅面一i董地である。このような各々異なっ

た運動要素が．綾羅1こ綴合せられつつ，糞機的な

まとま鞍をもって行われるのが支持跳躍運動であ

転），それは綴合せ運動系（Ko鵬饒瞠就褥轟s難破鍵簸！

の輿攣的なものである。

　癖痩氏のとび箱運動の教畜実践には，瞳害驚を

指導した事舞も含まれている。この串には，走と

跳という異なった運動の綴合せが．ほとんどの健

常児はすでにできてお書｝，緩にできていなくても．

その鷲得には，さしたる時懸を要しないのに対し

て，薄書兜には大きな壁となって立ちふさがって

いることが遽べられている。運動学の運動発達譲

の率でも，この縦合せ運動系の習得，習熟1こつい

ては，大きな問題として取垂）、しげられ，礒究が進

められている縁，20など1。商睡氏がこの綴合せ

運動系の開題を，それがまだ小学校教鳶の常識と

はなってはおらず，その解決が今後の大きな課題

であろうとしたことは，教育実践の苦しみの中毒葦

ら畠てきた意見だけに，高く縛慰することができ

よう（23，∫｝．i74今。

　さて，羨述のような愚面からなる支持跳躍運動

は、次の二つの点によって特撮づけられている．

一つは，手建の交互姓であ彗，いま一つは．身体

の左右軸嚢嚢転である　　（警，夢．8慕〉。

　手足の交互牲について金子囎友氏は，「踏み燐っ

てから養手繰霞iに入るには，建→手の麟導姓があ

垂），続いて．着手から着地までには、手→是の曝
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序盤がある。結驚，是で踏甥き），手で突張って依

を空串に浮かし，昆から着地する．すなわち．足

→手→建グ）韓嚢序性は縫重量に破ること1まできない」

と運べている縫，夢．2／．この手足の交互控が破

られるということは．たとえば，足触建→足（足

でのとび上がき）下粉や是→手触頭〔嚢からの墜

落）などのように，支持跳躍運動そのものの絞立

を破壊することになってしまう．

　ちなみに．わが1璽では依然としてとび籍運動の

教樗として籔わ綬，斎藤喜博氏の実践の率でも，

麗鐸とびとならんで有名なヂ巻上羨転」は，運動

の購叢誌系譲からは，すでに支持跳躍運動の中に

は入説られていないのである。

　麦鋳跳躍運動のもう一つの特騒である身詰の左

嘗軸掻転は，是→手→建の瀬1事盤をもって運動が

行われる鋳に，必然的に生じる身体の綾羅変牝で

あるむすなわち．ある台ま憾こ惹幸するということ

は，講建で踏み嬬つた後に，第i空串縁穰で，身

｛奉を蘭方毒こ在寮軸簗1転させる必要がある。

　支持跳躍運動の技の体系慧，この薦方左！巻軸懸

転が．養手後も続鯵られ夢麟転系メ表方霧立懸転

とびなど1と，養手後に懸転方梅を後方にき弓返

し，養地毒こ至るヂき雛返し系メ琴羅聯とびなど｝の

．二つに大難されるのである。

　以一ヒのような支持跳難i運動の特徴を髭しく認識

することによって，それをi懸導する燦にもっとも

涯意すべき重要な題画が，浮かび上がってくる。

それは．1着手縁懸である。

2．落手縁灘の重要雛
　一霞量1こわれわ親方｛，　ある技力｛できたと半ll足する

のは，その技のもっている技課題が達成された場

合である。瞬1騨とびの技課題とは，雨足で踏み燐

葦｝，肇方左右鞍懸転をして着手し．続いて後方左1

有軸遜転をしながら経緯姿勢を保ち，最後に再び

海建で着地するということである。したがって，

養手羨に闘興し．第2空中局面ですぐに瞬を緊ごて

しまったら，たとえどんなに上手にとべたとして

も，そオ暴ま縫輝とびとはいわないのであるひ

　また安全難の懸からいって，第2空率羅藪にお

いてすでにi着地を先取津ンし，身糠を巧みに綾って，

柔らかく下を｝農ることカ｛人蔭肇である．すなわち，

とび籔運動の評極裟繰して，もっとも重視される

のは，第2空中局藤をどのように行い，安全に着

地したかということである。この第2空中局悪の

嚢否は，養手縄藷の鍛来にほとんどに籔毒してい

るといっても，決していい遜ぎで誰ない．

　嚢蚤操競技で善ま，鍔跳馬の生命は突き手である」　と

いわれている。金二｝氏はこの言葉を受けて，葉手

縁懸の重要性を，F突き放し機能とは，いわば，醜

によるジャンプであって．鋭い筋鞭縮が要求され

る．その携造は是の踏燐華美機能に癒めて類織して

いる磁と説聡している（§，夢．薦21。また，　「この

麟至の突き蓄ま響葬黎常健の運動であ縫．養髭しもある特

殊なトレーニングを必要とするものである。とこ

ろが，どうしても欝欝釣な購建や踏燐1》のトレー

ニングだけで跳馬の技能を嵩めようとしたがるの

は瞬題の本質をよく濯察していない」として，支

持跳躍運動の特性を考癒していない，絶縁的な指

導を蔑めている（9．夢．93〉．

　ここで再び，i毒灘妖の提示した指導法に騒を転

ヒてみようぴ「魏を支点とした錘重の移i熱を｛六感さ

せる1というこのこと毒寸，　とび箱1ま壽髭でもi5分で

とばせられるという．講霧式とび縫指導法A・8

の療遷ともいうべき藻分である（23，貸．董弔．

　喰とび箱論争ツで1ま，　この点を籏藤氏力準鐸鐸tした

か否かが，譲点の一つとなっているが，それにつ

いて本譲で譲達する必要はないであろう。

　ともあれ，これまでにも韓蝕氏ばか喜／でなも

「とび籍を全員とばせられたゴという実践事携は，

数多く報告されている（32，鋳など多数〉．これら

の実践に共通しているのは．それを原礫として鱗

示しているか否かは騨としても，一様に着手属藪

の重要性に気づき，手で身鉢を支え，突き敬すこ

とを，様々な方法で子どもたちに指導している点

である。

　これとは逆に，この縁懸の重要性を知らず．不

幸な鐘霧事赦1こ至った事携もないではない。子ど

もたちの魏での突き敏し能力が，麩常鶴な運動の

中で養われる滝や跳の能力と…致しているとは醸

らない。突き手の能力に乏しい子どもに対して，

教癖が震うにこと欠いて，「もっとスピードを一難ギ

て購産しなさい」だの野元気よく，、懸いきって踏

婿弩なさい」などの指示を参えるとしたら，まさ

に鰐をかいわんやである。

　麟雛氏の擾承によって，とび箱運動についてよ

く知らない先生方が，養手離藏の重要さに気づか

れたのであれば，よろこばしいことである。しか

し，案蝶のとび籏運動の授業は，ただとび籍を

とびこせたというだけで終るわけではない．教護

が「とべたヂ篭べない」払・う二つの評懸基準
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しか持たないとしたち，野どもたち韓あわ農であ

る。「できる」といっても，そ綬がどのようにでき

た砕かという，運動経遍そのものの違いに目を転

ごれば，そこに広がる驚く縁ど多様な質の糧r饗に

気づくことであろうむそしてそれは，「できない」

という場合についてもまったく嚢嫌なのである．

　運動は，練習を繰1｝返すことによって聾得され．

そして，灘熱していく．われわれは．子どもたち

が支持跳躍運動に霧熱していく魚籟の変化を考癒

し，落手の機能をε醜で支える」ではなく，もっと

積極轟繍こ，　「鋲｝でジャンプする盛というよう1こと

らえておくことが必要一である。

3、とび箱運麟の教舞．教具講

　与えられた紙数も奏斐辱少なくなってしまった廿

最後に，とび箱運動の教育欝標．数種，教具の縄

係について達べることにする．

　とび籍運動の特鑑は支持跳躍運動であ垂／，とび

箱は，あくまでその教具の一つであることについ

ては，醜に少し述べた．このごく撫然な考え方が，

実際にはほとんど顧憲されていないところに，わ

が霞のとび箱運麟の指導の幾題点が潜んでいるの

である．

　「教二薄ぎ薦灘毫藏の葦登累を言語を媒プ藝こして気重象｛乞

したのが，教育欝標である」（25，欝．i〉　とすると，

とび籟運動の教書§標は，支持跳躍運動という葬

雛常的な運動そのものを，子どもたちに灘得させ

ることにあるといえる。もちろん，それは運動そ

のもののもつ遊藏姓に綴ざしたスポーツとしての

楽しさや，鋭い鮮麗感覚や姿勢のコントP一ルと

いった「動きの能力」を青むことにつながること

はいうまでもない。

　「教材や教具は，教育§標を劾渠嚢鱗こ達鎭1する

ため1こ選ばれるものである」という　（25，欝．il癖

これにしたがえば，とび籏運動の教樗は，支持跳

　　　　　　　　　　　躍運動が体系牝されたも

　　　　　　　　　　　の．すなわち，聡籍1とび

　　　　　　　　　　　や鵜緯とびであ曇），そし

　　　　　　　　　　　てとび箱は，それを行な

　　　　　　　　　　　う教毒…毒グ）一一つと秘強うこと

メ

、奴
羅1

になろっ。たとえば，逐

年のドイツやオース籍／

一一 ﾌ指導書を発ても．支

持跳躍運動の一つに羅聯

とびがあ1｝，そこで繕い

られる教具は，人，バック

欝糞窪舞

（緩i），とび箱，暴箋糞轟など様々である（3，翌？，33〉。

　鱗謹緯とびでバックをとびこすこと1ま，実に容易

である。ヤーンの盟友であったアイゼ’レン（鷺1－

s屡磁，覧．W．B》の発聡であるとされるこのノくック

は．現姦でも董一環ッパでは盛んに羅いら震てい

る。わが曝の学校捧欝で1ま．逐年まったくといっ

ていい縁ど縫われなくなったが，大正箆年の「改

正学絞体操教授要黐では，器械穫場の跳躍運動

の圧式な教具として，とび纂とならんで採矯され

（露，夢．翼9）．ゼ垂直とび」などの指導に盛んに渡

場されていたのである（27，夢．2湧雛下〉．

　ところが，昭稲簸年のヂ第2次酸蓬学校鉢操教

授要察」では，主として経済的な運滋から，バッ

クは瞼かれ，跳躍灘の器械としてはとび籍だけに

整理された。縫6，夢．落71。　この透書／から，とび箱

は支持跳躍運動舜代名詞として定着し，今讐にまで

至っているのである。このような経遜の串で，い

つしか教書騒標そのものが，とび箱をとびこすと

いうことだけに，すなわち，醗輝とびは縫害克騒

のための一つの手段でしかなく，そ紅がどのよう

1こイテわ愛した力蓬ま，　1まとんど譲彗題毒こさ矛tな》蔦と勧、う

誤った考え方が定蒸していった命である．

　教欝馨標がとび箱をとびこすことであるから，

轟然．その教典は文藻省規格のとび篠だけとな身），

友だちの背中や古いタイヤを鵜輝とびでとびこし

ても．それ隷開輝とびとはいわないというような

実毒こ奇妙なこと寿｛，　当辱繭のごとくいわ重しる昌

　講藤氏は，薩害艶に聡舞とぴを指導していて，

さす寿鷺ここの．毒博こ多気づ陽、たようであった印民事ま，

かつてこう違べた．「小禦のとび籍がほしいと、懸っ

た。そこまで考えて，私はガタゼンとした．私は

馨頃の体育詣導の中で，こんな程度のことも考

えつかなかったのである．i年生から§年生まで

いる子どもたちに，簿種類ものとび籏があってあ

た琴まえだということを考えていなかったのであ

る。鶴という鈍感ノそ誕は，私の、想いあが讐のた

めであった魯私は，　とび雑嚢二子どもたちをあわせ

て，擁の疑いも抱かなかったのである塞と（23，

登．欝麟。これは欝濁年のことである．

　ところが，ゼ現代教欝繕学邊（83年置鐸号1に掲載

さ虐もた麟葬鰻氏の壽舞文1こ1ま，このこととまったく騒肇

反する配達が見られるのは．まったく残念なこと

である。氏は，ぼ全叢をとばせる技衛凄譲畿鱗に答

える」という論文の申で，ノ1・攣のとび籏や馬とび

について，次のよ裾こ述べている。懐く知られた
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方滋こ，とべない子にノ1・さな箱をとばせる方法が

ある。あるいは，人跨の篤をとばせる方法がある。

これ壽｛でき乏蓑ま，　欝1鱒とび寿ぐできるようになるで

あろうと思うわけである。小学校教輝なら，ほと

んどの方が試された方法だろう。誰でも考えつく

方法なのである。この編とぴの申には，つき離し

運重霧ま喜在する。それでなくては，とび越すこと

轄：できない。　しかし，　この馬とびができるよう毒こ

なった子を，とび箱につれていってみる。そうす

ると，ほとんどの子が，やは喜）麗輝とびはできな

いのであるゴ（塞．夢．§萄。

　上の文から瞬らかなように，i撫1綴氏には，馬と

びが，麗郷とびには発えないのである。難いとび

籟がとべた時，薄書難の湯傷こだけ，騨靴びが

できたというのであろうか。健常発であっても

規格贔の長いとび籏では，絹郷とびができない子

どもは数多くいる。その子たちでも，人罷や篶い

とび籏でなら容易にとぶことができる。その時に

なぜ教麟は，竸鐸とびができたといってやれない

のであろうか。癖戯氏がかつて反省した，「私1よ

とび籍に子どもたちをあわせて，鶴の疑いも抱か

なかったのである」ということのもつ意購ミを，再

穫よく考えてみる必要があろっ。

　聡緯とびを癒導する多祭によく震いられる指示語

に，ゼできる越飛び箱の先へ手を都ちといつの

がある．台の懲こ惹手でき癬ま，織こ置かれた長

いとび籟をとび越すには，確かに商務である。し

かし．台の先に手を着くということは，逆にいえ

ば，踏切季）後の慈方左書鞍懸転の度合いを強める

ことにならざるをえない。この麟転度合いの増撫

にともない，子どもたちは逆｛立という葬欝欝的な

体勢に透づき，換えて，綻へかかる負荷も大きく

な」る。したがって，魏によるジャンプがまだ十分

に身についていない子どもにとっては，　きわめて

竜験な状慧に遭いこまれることになる。

　これ1こ耕して，短いとび箱や人馬の場合1駕よ

踏燐今後，すぐに手を驚いてもとび越えることが

　できるので，その鷺の蘇方左右軸騒転はごくわず

かですむ。したがって，ほとんど頭を天に糞量iけた

　騒鴬的な体勢で着手できるし，鶴への負荷も少な

　㌧㌔

　　とび籍1ま，　蔑iさの調蟹1寿ぐ簡単毒こできるために，

　段を低くすることによって，子どもたちの恐移心

　をやわらげようという捲導がよく行われる。しか

　し，そのような指導の振駿には，低いとび箱はや

さしいが，高くなればなるほど難しく，それ鋤え

一番高いとび箱をとびこえることを最も高く評慰

するという薩警吏駿懇懇が，獲たわっていること

を知るべきである。

　子どもたちにとって高遜ぎるとび箱が，支持跳

躍運動の学習に遜燐でないことはいうまでもない

が，低遜ぎるとび籏もまた，上述の長いとび箱の

場合と瞬様，養手簿に遂盤に遍い棒勢を余義なく

されるために．子どもたちはかえって恐糠・むを持

ってしまうのである。これまで達べてきた支持跳

躍運動の本質からいって．われわれはその教具の

「高さ」を子どもに感じて適燐に選探してやるば

か棲1でなく，「長さゴや碧彰ユに蝿しても，もっと

柔軟な登懇をもつことが必要である。支持跳躍運

動の祷歩的段繕では．きぎ）かえし機能の少ないも

のから指導し，その懸に，突き手の能力を高めて

いくことは，もはや轡雰的な常識なのである。

　（i2，籍．31。

　轡　おわ鱒に
　器械運動の牢で趨った事敏のうち，その半数遷1

くをとび耀捲重勧強めているといわれている・

　とび箱の薄で，顔をひきつらせている子どもを

激励し，うまくとび越せたといって，その勇気を

懸めたたえる指導は，一発，すばらしい教欝的極

値をもっているかのように錯覚される。しかしそ

才t鐘，子どもたちを常に亀険と背率合わせにし

ているという代｛賞のもとに行われる，教育とは名

ばか｝）の活動である。器械運動を，暢遅釣鐘害を

克籔するス訳一ツなどと痩権的にとらえ，その教

育馨標，教材，教具の幾｛系をあいまいにしたまま

行われる指導は．それが熱心であればあるほど，

子どもたちを苦しめることになるということを，

われわれ教縣はよく腿に命じておく必要があろう。

　　　　　　　　　注
i　ゲーテの造語である形慧学（Mo澤熱lo癖elの概

念が，人聞の連覇《弩麟究尋こ導入されたのは，オラ

　ンダの著名な現象学考であったバイテンデイクに

よってである．バイテンデイタは．圭§轡鍔衆

　霞然科学的な講究に終始していた運動羅究を「過

程の学（Lε娩騨藤野蹴e騰醤）葬乎礁これ

　に対して，入隅学醜立場に立った「機能運動学
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　（麺藪t沁艶麟艶騒ewe響雛霧s豊麟難処の必要鷲1を説瓢薄た．

　運動形態学は，運動現象勇認識獲得に不薄笑な第

　一のベースをなすものであ辱，マイネルやフェッ

　ツによって，スぎ一ツ運動の欝究に導入され，今

　露こ至っている。わが講裟おいても，誌操競技の

　講究には，§蓉年代露頭から導入さ義，2〔｝年にわた

　る勇子藤操チームの髪雰鑛覇を支える大きな療勇

　力となったことは．よく知られている。詳しくは，

　購聾雄i王氏の「運麺学の穀象と観覧領域璽浮説運

　勤学）や，文藏20，灘などを参難されたい．

2　オースト瞬一の鬱然抹舞の皿形懇で．体操器械

　を一種の縫害鞠と考えて，それをできるだけむだ

　な力を穣iわずに，経済的に兜験していくことをね

　らいとしている（騰，欝、薦鶴。この稼操隷，主とし

　て小学校3，塵年隻で行われ，蕪繰器械1こ鰻綬さ

　せながら，・子どもたちの無げ3，運灘能力の1海上を

　めざしている（2，s．驚）。その謬懸縁，鷺表的寮

　彫懸である鐘欝鞠競争穣1轟商擁sl総倉　のスピー

　ドによってそ響われる。

3　オーストリーの醜然体糞では，運灘をまず聾的

　彰懇，1講練形態，巧技彩慧1こ体系づ1ナている．こ

　のうちの巧披形態諺，驚異的巧技とダンス的巧技

　に分けられ．さらに蕪餐“は，徒手．手簗，羅鍼の

　三つの巧鼓に分轄られている。讐絨運動は，純乎

　と器械の巧技に，ス湛一ツ瞬ズム稼擦などは，手

　暴巧技1こあたる。蓬2の蕪害勃克毅捧操は，　簑熱葺

　彰懇グ）一つである雌∫誓技が葬有絹牲を第iの特鐵

　としているグ〉iこ蝉して，嚢的形態が麿霧讐…と甕麟

　志悔種を特徴としているところ1こも．梅巻の漫莚

　がいかに鶴はずれなものかが理解できよう．

塁　オ）カζ嚢棄で書ま， 漣…・跳帯綾などの灘重達しうる達成

能力（L醜意顯瞬蔽1舘磁8癖や，筋力・持久力など

　の誌力（K醗（擁醗e難e　F漁1離離e警／，さらには運動

　の質的な藤である，運鍮を1ヌズミカ蔦にはずみを

　もって，あるいはスムーズに行なえるような機講

　能力などが，区幾されず麺鍵わ終ることが多い．

　ここでほ、運動経遜の繍講能力という意味で，一動

きの縫魁という語を｛翻した（欝，夢、逢鋤、

5　ここでいう綾羅慧，臨海氏などが盛んに使う教

海技鱗（L雛撒ε撫畷麟　で隷なく，「一驚の課題を
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